３　主体部の構造
竪穴式石室　　　　　　内部主体にもたくさんの問題がある。まずEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たて),竪)穴式石室をもちその構造と大きさが注意される。竪穴式は県下でははっきりした例はほとんどなく、山陰でも島根造山古墳、金崎古墳などが知られているだけで、金崎などは第１様式の須恵器をもっていて、後期のはじめかまたは中期末かといわれ、４号墳より新しい。東伯町EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やまた),山田)（旧上郷村山田）で切り石や自然石を使った小規模の竪穴式石室がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あら),露)われて、小俵形壺、高坏、ハソウ、ワン形土器、メノウ勾玉などが出土したことがあったが、これも中後期の古墳と思われた。また旧八橋町の西の丘の前方後円墳にも石室の一端がみえているが、完全に調査されていない。
４個の箱式棺　　　　　そして４号墳の竪穴石室の長さ８．５メートルというのも、全国的にみて指折りのものである。さらに１つの古墳に４個の箱式棺をもつこともおどろくべきことで、その箱式棺から直刀、鏡、ヒスイ勾玉を検出したことも県下では公式には最初である。なを青谷附近から出土したというヒスイ勾玉３個を見たこともあるが、化学的根拠は一切わからなかった。

埴製円筒棺　　　　　　また全国的に例の少ないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はに),埴)製円筒棺も埋められていたほかに、円筒ハニワの大形のものを棺として使ったか、あるいは円筒ハニワからヒントを得てそれを大形にして棺に使ったかと思われる
ハニワ円筒形棺　　　ハニワ円筒形棺が、２例も前方部にあった。これらのことは、その１つ１つに問題をもつが、このようなものがこれだけ多く１封土におさめられて変化に富んでいることと、又前方部に何かの関連をもって埋められていたことなどは、古墳文化研究の上に実に多くの示唆をもたらしている。
　　　　　　　　　　　なお、後円部の東の斜面の中ほどにも、円筒棺と思えるものの破片があり、断面が角丸のもので角ばった筒形品で、たてに凸帯が２条ならんでいたことが知られている。この破片の埋没している附近には、その蓋石らしいやや大形の扁平な石材があったといわれる。
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